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東北メディカル・メガバンク機構

試料・情報分譲申請用研究計画書（概要）

2019-1016 利用するもの
試料：なし
情報：基本情報、調査票情報、検査情報、疾患発症情報、
ゲノム配列情報

いわて東北メディカル・メガバンク機構
名古屋大学大学院医学系研究科予防医学

東北大学東北メディカル・メガバンク機構  022-717-7902（担当：長神＜ながみ＞）

東北大学および岩手医科大学、名古屋大学のセキュリティポリシーを順守する。機微性の高い個人識別符
号（個人の配列情報など）は東北大学東北メディカル・メガバンク機構のスーパーコンピュータまたはセキュ
リティ管理可能な外部記憶装置内で他の情報端末と物理的に遮断された状態で保管される。

倫理委員会承認日～
2024年３月３１日

東北大学東北メディカル・メガバンク機
構

山本　雅之

本研究は、東北メディカル・メガバンク計画一般会計、岩手医科大学学内研究費、および科学研究費補助
金により実施する。
東北メディカル・メガバンク計画参加者はICの際に二次的利用について承諾をしており、平成25年度のリク
ルート開始時から個別課題についても東北メディカル・メガバンク計画ウェブサイト（http://iwate-
megabank.org/about/publication/）に記載の研究全てに自身が含まれる可能性があり、撤回の自由がある
ことをすでに理解されている。
日本多施設共同コーホート研究においてはICの際にすべての二次的利用について事前に承諾をしており、
課題ごとではなく、随時撤回の自由があることをすでに理解されている。
本研究課題に関連し、研究代表者および研究分担者は関係する企業等から個人的及び大学組織的な利
益は得ておらず、開示すべき利益相反はない。

大規模ゲノムコホート連携による疾患発症や中間表現型等にかかわる
遺伝的素因の解明と遺伝環境相互作用解析

本研究では国内複数の大規模ゲノムコホート研究を統合し、１）ゲノム情報を含むIndividual Participant
Data (IPD) 解析を実施するための基盤構築、２）体制構築後に複数の疾患や表現系に対して関連解析を
実施、評価。３）得られた知見を元に個別化予防の実現に向けた課題整備、の３段階を想定している。ま
ず、東北メディカル・メガバンク計画で実施された一次調査参加者計15万人の基本情報、ゲノム配列情報、
調査票情報、検査情報と日本多施設共同コーホート研究の同等の情報を東北メディカル・メガバンク機構
が管理するスーパーコンピュータに保管し、両機関の研究者がその情報を利用するための倫理的課題の
解決、電子情報管理課題の解決、承認手続きや進捗管理環境の整備を行う。続いて、疾患や表現系を対
象に全ゲノム関連解析（GWAS）やメンデルランダム化解析、発症リスク予測モデル構築などを両機関の研
究者が分担して実施し、複数の大規模ゲノムコホートが連携して実施する研究におけるIPD 解析の遺伝統
計的、疫学的、技術的課題を解決し、その上で、疾患発症や中間表現型等にかかわる遺伝的素因の解明
と遺伝環境相互作用解析を実施して個別化予防・医療に繋げる。なお、がん・循環器疾患及びその危険因
子のIPD 解析については、小課題ごとに情報公開文書を開示し、課題ごとに参加の取りやめの機会を作ら
せていただく。

本研究により遺伝的素因と環境要因に基づく種々の疾患や表現型の要因を解明することで将来的にゲノ
ム情報に基づく疾患発症リスクと生活習慣改善を考慮した個別化予防が実現できる可能性がある。

10万を超える参加者を有する東北メディカル・メガバンク計画及び日本多施設共同コーホート研究の包括的
な共同研究の枠組みを構築することにより、日本人のがんと循環器疾患及びその危険因子に影響を与え
る遺伝的素因の解明と、メンデルランダム化、及び発症リスク予測モデルによる層別化解析により、前向き
コホートでのエビデンスを集積し、個別化予防の実現を目指す。

2020年1月　東北大学東北メディカル・メガバンク機構 倫理審査委員会承認

＊東北大学東北メディカル・メガバンク事業に協力された方で、本研究に限って試料・情報の利用を


